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術を伝えているにすぎない。。

事例29・岩城町

○滝俣

1グループ4～5人で歩き、子供たちの組とワカ

ゼたちの組とがあった。手ぬぐいをかぶり、木製の

面やユウガオを半割りにしたものに|］・鼻・口を拙

いたり、髪には馬の尾の毛や紙を貼ったものをつけ

た。背にはケラを着て、ワカゼが縮んでくれたケン

ベエアを両肩から腰にまわしておおった。また、首

からは、桜の枝を割って笹の葉をはさんだ鳴りもの

を下げ、吹きながら歩く。右手には幣束を持ち、左

手でスマシ袋をになういでたちで、「悪魔はらい」

と言って歩いた。戸口で笛様の鳴りものを吹くと家

人が戸をあけた。玄関をまたぐ時に「泣ぐ子ﾙ>;ねが

泣ぐ子居ねが」と言って入り、家人が出てくると幣

束ではらい、帰り際に、シナ餅と白い餅を1コずつ

もらって帰る。

子供たちは日降れから1時間位で終り、夜はワカ

ゼ達が歩いた。主に初嫁の家を中心とすることから、

俗に「嫁ハグに行く」と言ったものだ。初嫁にとっ

ては災難の日とも思われ、雪がこいの陰に隠れたり

するが、発見されるとさまざまな悪戯があった。そ

んな時、家人はナマハケをなだめるように「サーサ、

どうか、一杯飲んでくれ」と中に入り茶間に術じ酒

をすすめ~たりした。

佐々木家のナマハケ面は、先代（明治4年生）が

幼少の折、君ケ野から手に入れたもので、以前は土

蔵に保管され、正月しか出せないものであったとい

う。子供心に、ナマハケは、近くに居るものではな

く、どこか遠方から来るものと思っていた、という。

15日は、福の神の来る日といわれ、この日の来客

は福の神として迎えられた。

○勝手

ヤマハケと呼び、現在は子供の楽しみごととなっ

てL,るが、もとは青年の行事として行われていた。

グーグーという竹で作った笛を吹きながら回る。鬼

の面をかぶり、ケダという〆細状のものを両肩から

I嬰にまきつけて体を隠し、足の方はサンペやワラグ

ツをはく。15口の夜、3人から5人位のグループ.で

家々を'''1る。各グループにはそれぞれ1人の餅背負

L,役が同行し、餅背負いだけが面をつけずに鉦を打

ち鳴らす。鉦の音が聞こえると家人は戸を開け､｢待

っていた、よく来てくれた」など言い講じ入れる。

初嫁の居る家では相当の悪戯・暴言があった。ヤマ

ハケはillから来るものと考え、’1|の中に居て、いつ

も行いを見ていると感じていた。特定の宿はなく、

ケダを縮む場所（小屋）を宿がわりにしていた。回

り終えてからもそこで餅の分州などした。

○焔Ill

亀luでは、子供の行事で、中には大人でやる人も

居たが、古くは行われていなかったのではないかと

思われる。もともとは旧の1511の烏追い行事が盛ん

であったが、烏追いにつきものの火が人火につなが

ることから寛政8年以降は藩令により禁止され、そ

の後ヤモメハケが烏追いにとってかわったと推測さ

れる(写真①②)。

また、昭和25～26年の調査では、上蛇田・赤平な

どでヤモメ′､ケがあった。その当時は、桶を1'l川て、

その柵の中にもらった餅を入れて歩いたり、‐上蛇|刑

ではヨメイジメをやったことなどが調査できたよう

で､ある。

11郡例30-仁賀保町

水沢部落11戸）では15日夜、烏追いに歩く。定

宿となっている遠田家には、「高砂」と称する面が

代々保存されていて、この二面を烏追いにはつきも

のとして現在なお使用されている。この行事は古来

より子供の行事として伝承され、面をつける子供は

小学校1年生と決まっている。面をつける子供は、

当日、正装し新しい手拭いを持って遠Ill家に来る。

そして、手拭いを神明様に捧げ拝んでから面をつけ

手拭いで面の上部をしばる。鳥追いにまわる時は拍

子木・太鼓・ジャカ（手平鉦）を持ち、烏追いの唄

をうたいながらまわり、先頭は面をつけた二人で、

年長の者がこの二人の手をリ|いて（雪道に足をとら

れないように）歩く。各家々では神Iﾘ}様に灯りをつ

け、今か今かと待ちこがれている風があり、厄払い

と感じている。面をつけた二人は各家々の神様を拝

み、次へ移るといった単純なものでその間、他の子

供は家へ上がらないで待っている。昔は餅などをも

らったり、また家々でもあげたりはしなかったが、

近年はミカンなどをあげる家もみられる。こうして

各戸をまわると、遠Ill家に戻る。そして遠川家では
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なまはげ習俗と仮面

手製のササアメ・ナマス・ゴボウ・I|酒などを出し

労をねぎらい、カルタなどの楽しみごとをやり、夜

10時頃帰宅する。烏追いは3番烏まであり、2番II

に各家々を作みmるのである。

なお、水沢ではアマハケと呼び、15日の夜、宿を

きめて集り、嫁ツツキに歩いた。ツツキ体は子供か

手ずから作るもので、当日はそれをかついで初嫁の

家にあがり込み、床が抜けるほどとび跳ね、嫁をつ

ついた。嫁つつきが終わると嫁の御酌で御膳をごち

そうになり餅をもらって帰った。

また、中野でもアマハケと呼び、「初嫁どご尻た

ぐるに行く」と行って、ツツキ棒（タラの木と紅白

の紙）を持って子供がh'lつた。このアマハケは、15

日に小屋を地て、その日にその小屋を焼いたあとで

歩くもので、烏追いはアマハケの後に行う。ここで

は塞の神を*Eるところに小屋を唯てず、Illの中に雌

てる。

なお、平沢・伊勢居地でみ､られたという〔早川、
1）

:p40]灰を顔に塗り各家を路み歩く例については、

大竹部落でのことを若干知り得ただけであった。

事例31・金浦町

○金浦

金浦町金浦の通称・北向いの佐藤ヨエモン家（吉

液氏）には赤と緑のナマハケ面が伝えらｵ'ている。

佐藤家はもともと飛部落に住んでいたといい、飛在

住の頃よりIIIIがあったもののようてある◎いつ頃の

作かはっきりしないが、浄光寺雌立の際に|司形のmi

を寄進したと言われるところから、n:戸のj<頃と考

えられている。事例22の「赤いIfli、青い面」とある

のはこの面のことで、佐騰家の移転後は飛部落から

征年眺藤家に借りに来たものという。ハゼでも一時ナ

マハケを中断したことがあったが、そうした折に塩

神様（塩釜神社）が‘焼けたりしたため、再びやるよ

うになり、10年前に借りに来てからはこなくなった

ようである。このIfllは平常は神明様の奥に蔵されて

いて出さず、15日の昼頃までに箱から川しておいた。

ルビからはその折に借りに来て、返す時はナマハケの

際に頂いた餅や馬の尻毛などて繕って返しに来たと

いう。しまうのは20日砿月の餅を供えてからであ

った。

○赤ｲi

小正月から2011までの間に御寺礼をする。15日の

昼食が小｢[月の年越しに当り、食べ終わるとサエの

神の前でワラ束を焼き、部落の人がその火にあたり

1年間の無病息災を祈る。それが終ってから子供た

ちが宿に雌っていく。アマハケは小．中学生が中心
寸ホロ ォトウパン

で、宿は御保呂さん（鎮守・保呂羽山）の大当番の

家になってL､る°午後4時近くなってから各戸をま

わる。各戸ではアマハケにあげる餅を用意しておく。

また初聴料も頂く。宿に帰ってから明け方まで3回

の烏追いがまｵつったから、その際は宿に泊まり込ん

だ。

アマハケは顔に墨を唯り、〆縄状のものを体にま

きつけ、頚からすっぽり帽子をかぶった格好である。

各ノiには上がり込んで｡、小太鼓とジャガ（手平鉦）

をI'llいて、ワーワー叫び御'肱いする。小・中学生が

-S3となってやってくるが、墨を唯るのは年長の2

人だけで、この二人が家に上がってとびはねる仕草

をする。また、持家への道中では、「アマハケ来た

や、ジェン（銭）だら-'一文、酒なばl升、シナ餅（

黒餅とも）要られ、いい餅（白餅とも）用だ」とは

やしながら歩いた。

アマハケが鬼といった感じ方はなL､。
91

‘|#例32・象潟町

象潟町の上郷地区は、ことに塞の神信仰の,擬んな

場所柄であり、′｣､正月行事の主要な部分をしめてし、

る。8日のノサ集めに始まり11日の小屋雄て、15日

の'｣､尾焼きとモチアイ期間の大部分を塞の神ごとに

費している。横間部落の例では、小屋で寝迫りした

あと15日朝の小屋‘焼き以後は特定の家を順み宿とし

そこから16uの明け方"近くまで31Ⅷの烏追いが行わ

れる。中でも2I"!Rの鳥追いは、各戸をまわるほか

初嫁・婿の家をもまわり、初嫁．婿からIl'l接餅をも

らうものである。これを「アマハケ」と呼ぶのは、

上郷地区では一般的なことのようである。なお、烏

追いに関する歌は以下のようである。

－烏追い（部然を巡る時の道中M-

棚烏ホイホイ

夜鳥ホイホイ

これ（烏とも）はfi1処の烏追いだ

長者殿の烏追いだ

一にぎ鳥はシジュウカラにぐす

ワ
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頭叩って塩つけで

塩俵さぶぢどんで

佐渡ケ島さ追ってや－れ、追ってや－れ

佐渡ケ島近けならば

鬼ケ島さ追ってやれ

－塞の神のnil道中の四ケ所にある塞の神の'j,屋

の燃え跡での唄)－

塞の神のマラは1尺8寸長まった

さぎやきりきりきんのんだ（きんの一どと

も）

中べんごすIll形

lJj形のがぎゃだはねる木（はねの木とも）

切ったぎて
ｷ

テデマラ柔つけやすて

1文銭で伯買って

2文銭でマラ買って

くっつけくっつけたば（押つつけ吹っつけ

吹っつけだばとも）

其処のアバ喜んだ

ブホーブホー（木桶の擬音）

－餅もらいのlﾘI(2[IJ1月の鳥追いの時、I"1口に入

ってからの岨）－

アマハケ．のボンボラボン

てんきゃとのにきにき餅をくれ餅をくれ

－初嫁（婿）の家での詞一

「初嫁（婿）出はれ」と出て来るまで離す。出て

来ると「突つくは今だ（じぐるは今だ）」とI離

し、初嫁（婿）から餅をもらう。

一方、同地区大森部落でも小屋焼き後、3番まで

の烏追いをやり、ここでは1番烏の際にアマ,､ケの

唄を歌いながら餅もらいに歩く。ここでの特徴は、

初嫁棒を肩にかつぐとともに、塞の'¥'様とか隠居と

か呼ぶ塞の神の形代を排ち歩くことである。各家々

に入ると形代を茶の間に投げ入れて、塞の神の到来

を告げる。すると家人がそれに手を合わせ拝み、餅

をさし上げるといったふうである。また、初嫁（婿）

のある家でも|前]様であるが、織岡|『1様、初嫁（婿）

出はれと出てくるまで叫び、いざ出てくると、突つ

くは今だ、ととびはね、初嫁棒で突きはじめるので

ある。昔は、正装した嫁・婿の衣1111が突き破れるほ

どの仕業だったといわれる。この後、家人がなだめに

入ったりして、嫁・婿の正式な接待を受けて他へ回

るのである。

また、石名坂では、昼頃に小屋を焼き、夕方にか

けて烏追いに出る。他と同様「アマノハギ」にも歩

く。鬼の面をかぶり、ケラを着、ハバキをはき、袋

と包丁を持って餅もらいに歩くのである。

小滝では、現在lグループが歩くだけであるが、

昔は(51グループもあったようである。小滝番楽の

「大江山の鬼」の面2面はよく仙われたが、それ以

外には紙で作ったIfiiや顔に塁を塗ったりして歩いた

ようである。ケラを前後につけ、包丁とかマサカリ

のつくりものを持ち歩き、「アマノハギ来た./」と

戸の11をあけ、家人とのや'）とりをしたそうである

が、今は突然やって来て（前もって、来てくれるよ

うに頼んであるためか）子供を班かすのが主になっ

ているようである。アマノハギは「お宮のボッボラ

杉」から来るということが言われ、ききわけが想い

筆者の調査地区①

と「アマノハギさおしえるぞ」といったりしたそう

である。

以上、粗略ながら、最近の新資料をまとめた次第で

ある。なお、右表は男鹿の一部地区（昭和52年調査）

と由利地区との各要素を比較したものである。
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れば、新潟・長野両県に淡厚であり、新潟県での主題

は、サエノカミのIjl棒を作り、重ね合わせ、小屋にお

さめ、子供がこもり、そして燃やすという一連のもの

である〔脇川、1973:p､74]。さらに、これら両県を

北進乃至は南に行くにつれて、烏追い小屋との結びつ

きやトンドなど火祭りとは無関係になる〔|｢1上:pp.74

～75〕というものでもある。因みに新潟県の報告は、

若者と子供等が主体になり、各家から蕊・門松・〆

縄・お札を集め、法螺貝を吹きながらシンギを切りに

行く。シンギの周囲に藁など集めたものを縄でしめて

大きくする。そして、ドーラクジン（道柵神）のお爺

さん、お漢さんを蕊で作り、正Ifllに飾り、それに火を

つける〔金塚、1939:p.19]ものや、サイノカミヤキ

（斎の神勧進）夕方部落の子供が注連を柴めて焼き、

この火で餅を焼いて食べる。「サイノカミノオンマラ

ハ、ニシン汁（あるいは出雲崎へ）ニヨバレテ、アト

デ家を焼かれた」と呼びつつ注連その他神に供えたも

のを焼く〔剣持、1938:p.48]といったふうである。

これからすると、少なくとも象潟町上郷地区のｿi噌の神

との共通する点は多いようである。なぜ、県内のこの

地Ⅸにの3-夫塞の神が多L,かについては、まだまだ不明

な点が多いが、天然の良港に恵まれた｢ll利三町の地理

的特徴を抜きにしては考えられず、北峠地域との交流

をものがたる一資料として捉えたい。磯村に拠れば、

北陸との交流を証拠づけるものは多々ある〔磯村､1980

:pp.i～43]とL,われるから、今後はそうしたダイナ

ミックな視点をも合わせ考えたいものである。

また、象潟のアマハケは烏追い行事との複合著しい

ものであったが、Ill形のカセドリについても一部I..]様

のことがあるようであるin昌出、1977:pp.22～23]。

すなわち、烏追いの類型として掲げられた、A)祁落行

事として行う型B;家毎の行事として行う型．C)子供

たち（または若衆）が部落|ﾉ1をねり歩く型。D)/供や

若衆が家々を訪れる型.F.「烏小嵯」などと呼ぶ小屋

をかける型の内のD型がそれてある。しかし、本県の

場合、就中、上郷地区の場合、CとDは一連の行事と

しての性格が強いところから、ただちにこれをD型と

把握できないと考える。また、羽後町三輪野中・稲川

町川辿・湯沢市須川相川など内峠祁の様に雪'hill棚え

の場所で行うところや、もっぱら個人の家ごとで行う

烏追いなどあり、今後烏追いについてはIll形の5型と

も考え合わせ整理すべきことと,思われる。

筆者の調盗地区②

おわりに

前掲表及び各''1例にのっとってまとめておく。

年令層と装束から象れば、青年と仮面との結び付き

が強く、とll1時に包丁を持ち歩くことが男鹿を中心と

するナマハケの典型と象られるが、古くはタラの木の

棒（シャクジョウ、ゴヘイともいう）を持つものであ

ったと‘思われる。しかし、雄和町のヤマハケにみられ

るように、包rを持ったにしても、悪魔払いを明確に

意識されるものではなかったと思われる。男鹿では早

くから威圧性を帯びるようになったとゑえ、これには

五社‘職や真Illに伝ｵつる武帝伝説における随従鬼が影響

を及ぼした〔大槻、1977:p.260]と考える。さらに、

修験者の柴燈祭に|兇|与した結果〔木崎、1977:p.260]

でもあろう。ともあれ、ことごとく鬼のj成庄性をいう

中にあって、真|｣|のごとく、決して鬼ではなく、角も

ない、赤iIl1の使いという感覚があることも事実である

から、尊いifが家を↓wれ訓|戒を眠れるわざおぎであっ

たのが、後になってJ'-供しかおそれおののかない行事

となった〔柳川、1973:p.252]例であろう。つまり、

鬼面の使川は訓|ﾉ茂から威庄への変化であり、而ｲ:Ⅱが鬼

となっているのはあくまで後の改変〔宮本、1970:p.

195]ということである。小ii-:月に訪れ来る神は異形を

－10－



なまはげ習俗と仮面

強調するにつれ鬼面を獲得し、妖怪もどきの性格へと

変容したようである。

一方、由利でのアマハケは、子供を主体として、小

正月のゑに許された唄を歌いつつ、鳴り物をならし、

家々をめぐ0、初嫁・婿へのきびい､予祝を行うもの

であった。小正月が子供の日であり、道II.神の神主と

して、女のよく学むような年は作物も良い〔卿inn,1973

:pp.235～236]とばかりに。塞の神は、性神的要素が

強く、性的な儀礼を含む場合が多い〔宮Ill,1976:p.

161]ことは当地区の事例をみても明らかである。そし

て、それは、小ii-:月の農耕祭的要素が"Ⅱ味さイ'ていた

〔同前〕ためでもある。小正月の子供の権能を頼り

にした由利では、仮|耐の着用には至らず、来の神行噸it

として伝承されているとし､えよう。

以上、これらの対立すべき点は､~ド野に拠れば[1978

:p.190]悪神と善神の二元論として把握されるようで

あるが、こうした御説を蹄まえて更に粘侮したい。

また、なまはげ料俗が秘儀的に行われた加入儀礼で

あったと想像される〔三崎、1978:pp.75～76]点につ

いても、アーマハケにおける潅の神'｣､屋での子供組の秘

儀性を通して検討を加えたいと考える。

おわりに、御協力いただし､た下記の方がたに深く感

謝申し上げる。

秋|Ⅱ市角Ⅱ1正岩城町＃mⅡ吉之助

雄和町平尾烏青年会那須春弥

斉藤寿胤渡部専一

角旧久佐々木蔦右衛n

鶴ケ崎神社菊地与吉

湯野H青年会仁賀保町本‘1世俊夫

下黒瀬青年会遠旧嘉り）

相川銅屋青年会｛j}藤吉l1l

Ill崎青年会斉藤喜ill

藤原屯一郎金浦町斉藤武"1

佐藤藤美伊雌覚

象潟町遠藤蔵之助佐I傑吉兼

横Ill正義

富樫寛

註

1)早川孝太郎「灰で顔を塗った神」『ドルメン』

l－2op､41)

伊能嘉矩「ヒガタタクリの風」『人類学雑誌』

34－lopp､29～3U

三浦隆次「秋1ll県船川のナマハケ」『此族』

l－2op､l68

中村善之助「羽後の‘理魔払L､」『民族と聡史』

2-3op.51

高橘文太郎「ﾜ)鹿のナマハケ」『旅と伝説』

14－3・

今村泰子「秋Ill県の歳時群俗」『東北の歳時

習俗』明玄書房

上記のほか、多数あるも省略す。

2）中村の分布図のほか、柳川国男監修になる「小正

月の訪問者分布図（『年中行事図説』1953」や

『歳時料俗語砿』（1939）、下野敏見「おとずれ神J

（1978）か掲げられる。

3）1979年3月、緊急民俗資料分布調査報告書のサブ

タイトルを持ち、文化財調査報告書第66集として編

まれた。

4）『記録男鹿のナマハケ』第im(1980-3)、男

鹿のナマハケ保存会編集・発行。全59頁。

isnr.月展の技折』(1965-1,方上地方文化研究

会発行・ガリ版）に拠る。

6）『土崎史談』12(1971．1(1、山崎ふつさ筆）に拠

る。

7）『大内町文化財資料第1集年中行事』（1976.

5、大内町教育委員会）に拠る。

8）平尾鳥地Kを除き、雄和町・斉藤寿胤氏の資料提

供による。

9）拙稿「象潟町横岡のサエの神」(『日本民俗学』11()号）

10）註4の原稿に拠る。
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なまはげ習俗と仮面
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なまはげ習俗と仮面

⑪同前

画
や

⑨同前・顔に灰を塗ったアマハゲ

⑩仁賀保町水沢の烏追い面 ⑫象潟町小滝のアマノハギ面
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益子清孝・嶋田忠一

⑮象潟町石名坂のアマハケ面

？、

⑬同前

⑯同上

⑭同前
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⑰同前

画画

⑱横岡の烏追い・塞の神の小屋跡にて

なまはげ習俗と仮面

－17－

愚

⑲石名坂の塞の神小屋

⑳大森・隠居様（塞の神の形代を拝む）

－象潟町･横山正義氏撮影一



益子清孝・嶋田忠一
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なまはげ習俗と仮面

⑳雄和町湯野目・ヤマハケ面

⑳雄和町湯野目・肱いの神事
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⑳⑰に同じ
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⑳⑳に同じ

⑳雄和町下黒瀬・ヤマハケ面
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益子清孝・嶋旧忠一

一宇一

⑪⑳に同じ ⑬⑳に同じ

⑫⑳に同じ ⑳⑰に同じ
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なまはげ習俗と仮面

＝、
入q

参考

⑳雄和町田草川字山崎・タラ面（藤原重一郎・佐藤藤美氏製作提供）

｢秋田風俗絵巻」より－

でr這建～

仏
~‘‘浄4回"点

冬

－さえの神一

天明9年

15日、さえの神祭日とて、町ごとにわらはふたりづL

さうぞきたて些かしづくことかぎりなし、わらはのと

し八こ上のつ十あまりをかぎりて、えらびものす、に

しきあやなどの頭巾、衣もおなじさまにて、赤きはか

まをつけ卯杖つきて、ことぶきのことばいひつづく、

年ごとにさだまりてある事なり、その日はのりもの、

又はそりなどにのせてうちぐし、城にまうのぼり、つ

かさつかさの家など行めぐり、かへりきて酒さかなも

うけしたしきかぎりつどひてことぶきあへる事とぞ

（『雪のふる道』津村正泰筆、s3:『未刊随筆百種

第20』米Ill堂、P.48)
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益子清孝・I鳴田忠一

寺一心｡●
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屯

鮭
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/崖難
〃

－かまくら－

て、十四日のよひは空もあかふくゆりあひたり、雪の

かまどは町ごとにかならず一所あり、家より高うよも

をかこみてつくり、四五日まへよりかまへ出て塁、か

まくらをこなふとて、よるも入その内に入ふし、竹を

きりてをづのとなし、ふきならしあかす、ひなの手ぶ

りいとあやしきわざにこそ、つとめてあづきのかゆす

皇めたるなん、故郷にかはらぬ心ちするかし、

（同上、pp.48～50

天明九年

またかまくらとて、十四日は雪をあつめて、かまどを

つくり、門松をつみてたきあげ、その火をたはらやう

のものにうつしとりて、町のほどをふるひありき、人

の家にもなげ入れてことぶきなりとてさわぎのLしる、

俵を竿などにさしあげてうちふるひ行ひがふは、よる

のほかげはしたなきものから、中々やうかはりてめづ

らし、町ごとに火をたきつづけたれば、けぶり立そひ

‘‘”，
唖■

〃

＝

－ や一吟

－鳥追い－
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